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長
谷
川
重
幸
委
員
（
自
民
）　

気
候
変
動
へ

の
対
応
が
１
年
遅
れ
る
だ
け
で
、
農
家
は
経

営
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。
新
た
な

組
織
を
つ
く
る
以
上
、
有
機
農
業
・
気
候
変

動
対
策
推
進
室
で
は
フ
ル
稼
働
で
気
候
変
動

へ
の
対
応
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の

急
激
な
変
化
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
新
た
な
組
織
を
中
心
に
、

高
温
下
で
の
栽
培
技
術
な
ど
生
産
現
場
で
す

ぐ
に
応
用
で
き
る
技
術
の
開
発
か
ら
高
温
耐

性
や
耐
病
性
に
優
れ
た
新
品
種
の
育
成
な
ど

の
中
長
期
的
対
応
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
編
成
方

針
、
本
県
産
業
に
係
る
人
材
の
確
保
・
育
成

な
ど
も
質
疑
）

髙
安
博
明
委
員
（
国
民
）　

常
陸
国
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
通
じ
た
県

北
地
域
へ
の
誘
客
促
進
や
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
の
情
報
発
信
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

実
施
に
加
え
、
今
後
は
、
ト
レ
イ
ル
体
験
と

付
加
価
値
の
高
い
食
事
や
宿
泊
プ
ラ
ン
を
組

み
合
わ
せ
た
多
彩
な
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
広
く

案
内
し
、
滞
在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
な
げ
て

い
く
。
ま
た
、
当
初
予
算
で
新
た
に
提
案
し

て
い
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を

組
み
合
わ
せ
た
サ
バ
イ
バ
ル
レ
ー
ス
に
お
い

て
、
土
産
物
な
ど
の
消
費
喚
起
や
参
加
者
の

長
期
滞
在
に
向
け
た
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
へ

の
支
援
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・
育
成

と
地
元
企
業
と
の
連
携
な
ど
も
質
疑
）

山
本
美
和
委
員
（
公
明
）　

教
員
の
病
気
休

職
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
は
。
ま

た
、
補
充
教
員
確
保
の
課
題
へ
の
認
識
と
、

教
員
配
置
数
の
見
直
し
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

教
育
長　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
よ

り
教
員
の
心
理
的
な
負
担
へ
の
気
付
き
を
促

し
、
学
校
へ
も
集
団
分
析
の
結
果
を
提
供
す

る
こ
と
で
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い

る
。
ま
た
、
補
充
の
た
め
の
講
師
の
確
保
が

困
難
な
状
況
を
受
け
、
広
報
や
研
修
会
の
開

催
な
ど
に
取
り
組
み
つ
つ
、
教
員
配
置
数
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
へ
定
数
改
善
の
要

望
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
働
き
方
改

革
な
ど
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立
高
等
学
校
の
今
後
の
募
集

学
級
数
・
募
集
定
員
の
見
込
み
、
不
登
校
児

童
生
徒
支
援
と
し
て
の
メ
タ
バ
ー
ス
登
校
の

導
入
な
ど
も
質
疑
）

櫻
井
信
幸
委
員
（
茨
無
会
）　

パ
ワ
ハ
ラ
の

な
い
職
場
環
境
づ
く
り
と
相
談
体
制
の
充
実

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

総
務
部
長　

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に

関
す
る
基
本
指
針
」
を
新
た
に
制
定
し
、
全

職
員
が
認
識
す
べ
き
事
項
や
厳
正
対
処
の
姿

勢
な
ど
を
明
示
し
た
。
ま
た
、
パ
ワ
ハ
ラ
防

止
研
修
の
対
象
を
課
長
補
佐
以
上
の
職
員
に

拡
大
し
た
。
相
談
体
制
は
、
従
来
の
庁
内
の

相
談
窓
口
に
加
え
、
弁
護
士
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
外
部
の
相
談
窓
口
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の

庁
内
相
談
フ
ォ
ー
ム
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
、
職
員
が
安

心
し
て
働
き
な
が
ら
活
力
を
持
っ
て
仕
事
に

臨
め
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
の
施
設
環

境
改
善
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
と
ゲ
ノ
ム
編

集
食
品
な
ど
も
質
疑
）

秋
元
勇
人
委
員
（
自
民
）　

過
去
の
大
規
模

地
震
に
お
け
る
被
災
者
の
死
因
の
多
く
は
、

家
屋
倒
壊
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
住
宅

の
耐
震
診
断
か
ら
耐
震
改
修
に
つ
な
が
ら
な

い
課
題
に
対
し
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

耐
震
改
修
に
つ
な
が
ら
な
い
主

な
要
因
は
、
経
済
的
な
負
担
や
日
常
生
活
へ

の
影
響
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

市
町
村
と
連
携
し
、
既
存
の
天
井
・
床
を
壊

さ
ず
に
補
強
で
き
る
低
コ
ス
ト
工
法
の
普
及

や
、
耐
震
改
修
の
補
助
限
度
額
の
引
き
上
げ

な
ど
に
よ
り
耐
震
化
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
寝
室
な
ど
一
部
屋
だ
け
を
耐
震
化
し
命

を
守
る
「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
設
置
に
よ

り
県
民
の
安
心
安
全
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
地
の
基
盤
整
備
に
お
け
る
円

滑
な
実
務
、
県
立
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策

に
お
け
る
柔
軟
な
対
応
な
ど
も
質
疑
）

石
塚
隼
人
委
員
（
自
民
）　

オ
ン
ラ
イ
ン
カ

ジ
ノ
と
闇
バ
イ
ト
の
入
口
対
策
や
取
り
締
ま

り
、
相
談
体
制
整
備
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

警
察
本
部
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ジ
ノ
は
犯
罪

の
自
覚
が
な
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
、
い
わ
ゆ

る
闇
バ
イ
ト
は
違
法
性
を
認
識
せ
ず
に
応
募

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
警
察
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
こ
れ
ら
が
犯
罪
で
あ
る

こ
と
を
周
知
し
、
中
高
校
生
に
は
学
校
と
連

携
し
た
非
行
防
止
教
室
な
ど
で
注
意
喚
起
し

て
い
る
。
闇
バ
イ
ト
応
募
者
に
は
警
察
へ
の

相
談
を
呼
び
掛
け
、
保
護
対
策
な
ど
も
推
進

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
犯
罪
へ
の
関
与
が
み
ら

れ
る
犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
実
態
解
明
を
進
め
、

そ
の
弱
体
化
と
解
体
を
目
指
し
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
県
立
高
校
の
役
割
に
つ
い
て
の

考
え
方
、
不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の

取
り
締
ま
り
強
化
な
ど
も
質
疑
）

玉
造
順
一
委
員
（
立
憲
）　

水
戸
市
下
市
地

区
の
排
水
の
流
末
と
な
る
新
川
で
は
、
住
宅

地
の
浸
水
被
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
市
の
実
施
す
る
防
災
・
減

災
対
策
と
並
行
し
て
、
早
期
に
新
川
の
改
修

を
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

２
０
１
４
年
度
ま
で
に
護
岸
整

備
や
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
実
施
し
、
一
定
の

治
水
安
全
度
を
確
保
し
た
。
現
在
は
、
出
水

期
前
の
点
検
や
気
象
警
報
発
令
後
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
り
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
公
表
す
る

な
ど
避
難
に
必
要
な
防
災
情
報
を
提
供
し
て

い
る
。
今
後
も
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
市
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、

住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
東
海
第
二
原
発
で
頻
発
す
る
火

災
、
教
員
業
務
支
援
員
の
導
入
な
ど
も
質
疑
）

う
の
の
ぶ
こ
委
員
（
市
民
）　

県
の
設
置
す

る
障
害
者
差
別
相
談
室
で
は
障
害
者
が
日
常

で
抱
く
違
和
感
や
困
り
事
ま
で
は
把
握
で
き

て
い
な
い
と
考
え
る
。
障
害
者
に
対
す
る
社

会
全
体
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
当
事
者

の
声
を
積
極
的
に
集
め
、
広
く
周
知
し
て
ほ

し
い
が
、
県
の
取
り
組
み
は
。

福
祉
部
長　

障
害
者
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
、

障
害
者
週
間
に
お
け
る
啓
発
、
事
業
者
や
市

町
村
職
員
向
け
の
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て

き
た
。
今
後
は
、
県
障
害
者
差
別
解
消
支
援

協
議
会
な
ど
で
具
体
的
な
事
例
や
意
見
を
聴

き
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
、
障
害
者
の
困
り
事
や
対
応
上
の
留
意

点
を
紹
介
す
る
な
ど
、
広
報
啓
発
を
強
化
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
気
候
危
機
対
策
の
推
進
、
環
境

過
敏
へ
の
合
理
的
配
慮
な
ど
も
質
疑
）

小
松
﨑
敏
紀
委
員
（
自
民
）　

昨
年
10
月
の

茨
城
を
た
べ
よ
う
収
穫
祭
は
、
首
都
圏
で
初

め
て
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
開
催
結
果
の
総

括
と
今
後
の
事
業
展
開
は
。

営
業
戦
略
部
長　

県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
の

ほ
か
、
バ
ー
チ
ャ
ル
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
用
意
し
、
本
県
の
魅
力

を
首
都
圏
に
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
で
き
た
が
、

来
場
者
が
２
万
７
千
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
令

和
７
年
度
は
10
月
４
日
、
５
日
に
駒
沢
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
公
園
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

首
都
圏
で
の
周
知
を
図
り
、
な
お
一
層
の
集

客
に
努
め
る
と
と
も
に
、
来
場
者
は
も
と
よ

り
出
店
者
が
満
足
し
、
本
県
の
「
食
」
の
魅

力
を
強
力
に
発
信
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
学
校
給
食
の
継
続
性
、
児
童
生

徒
の
自
殺
対
策
な
ど
も
質
疑
）

飯
田
智
男
委
員
（
自
民
）　

令
和
８
年
度
以

降
に
入
庁
す
る
本
県
職
員
に
つ
い
て
は
、
医

師
な
ど
に
加
え
、
事
務
職
で
も
外
国
人
を
採

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
今
回
、
県

職
員
採
用
の
国
籍
要
件
を
見
直
し
た
狙
い
は
。

知
事　

外
国
人
向
け
の
施
策
を
効
果
的
に
推

進
す
る
に
は
、
文
化
や
習
慣
の
違
い
に
対
す

る
理
解
や
配
慮
の
ほ
か
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
用
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
県
内
に

在
住
す
る
外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
、
外
国
企
業

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
な
ど
、
外
国
籍
の

方
が
対
応
す
る
こ
と
で
よ
り
高
い
成
果
が
期

待
で
き
る
業
務
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
優
秀

な
外
国
人
材
を
採
用
し
、
そ
の
語
学
力
や
知

識
・
経
験
を
活
用
す
る
た
め
、
事
務
職
に
つ

い
て
国
籍
要
件
を
外
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
こ
ど
も
計
画
の
策
定
、
小
学
校

に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗
口
な
ど
も
質
疑
）

予 算 特 別 委 員 会

３
月
18
日（
火
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

髙た
か
や
す安　

　

博ひ
ろ
あ
き明

（
国
民
民
主
党
）

山や
ま
も
と本　

　

美み

わ和
（
公　
　

明　
　

党
）

櫻さ
く
ら
い井　

　

信の
ぶ
ゆ
き幸

（
茨
城
無
所
属
の
会
）

秋あ
き
も
と元　

　

勇は
や
と人

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
19
日（
水
）

石い
し
つ
か塚　

　

隼は
や
と人

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

玉た
ま
つ
く
り

造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一

（
立
憲
い
ば
ら
き
）

う
の　

の
ぶ
こ
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

小こ
ま
つ
ざ
き

松
﨑　

敏と
し
の
り紀

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
疑
者

予 算 特 別 委 員 会

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=171

こちらから▲
録画映像で
ご覧になれます。


